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本書は，山形県新庄市に設置された「農林省積雪
地方農村調査所」（略称「雪調」）の生い立ちから終
焉までの全体像の復元を試みたものである。「雪調」
は，1933（昭和 8）年から1948（昭和23）年にかけ
て設置された国立の調査・指導機関である。本書を
通じて，当時の積雪寒冷地政策の一端を具体的に知
ることができる点で，社会科学・社会工学に関心を
もつ日本雪工学の会員にとって，政策史のエピソー
ドゼロに触れる好著といえる。同時に，戦争と戦後
復興という時代の荒波に翻弄されながらも，なお強
く生き抜いた人々の真実に，著者とともに迫る群像
劇としてもおすすめしたい。
本書の構成は以下のとおりである。第1章では，

雪調設置の経緯とその任務が解説される。前半では
昭和初期の積雪寒冷地農村の窮状と農村救済政策の
動向が農政の観点から概観され，後半では「雪害」
の概念化や，雪工学分野でも著名な松岡俊三による

「雪害救済運動」が取り上げられる。これにより，
雪国経済更生の機運醸成と，その核心的担い手とし
ての雪調への期待が浮かび上がる。第2章では，各
種報告書の精査を通じて戦前期における雪調の業務
内容が復元され，調査研究に加え，農村振興を目的
とした指導活動の実態も詳述されている。
以上が本書の教科書的性格を色濃く示す部分であ

るが，第3章以降は叙述のスイッチが切り替わり，
群像劇としての様相を帯びてくる。すなわち，雪調
所員の生い立ちから配属，在職中の仕事ぶり，そし
てその後の人生が描かれる。文献資料にとどまら
ず，所員の子孫を訪ねる取材に裏打ちされた記述に
は，読者は思わず感嘆するはずである。第3章では
全国各地から新庄に集まった「風の人」27名，第4
章では在来の所員である「土の人」14名（氏名のみ
の記載を含めれば約 50名）の人生の一端を垣間見
ることとなる。
第5章では，所員同士の学習会やレクリエーショ
ンの記録を通じて，農村振興に情熱を注いだ若者た
ちの息遣いが描かれる。第6章は戦時体制下におけ
る雪調の激動の記録であり，小池所員の治安維持法
違反容疑による逮捕と獄中でのモノローグは，本書
のハイライトの一つといってよい。第7章では戦後
の雪調の動向とその終焉，さらに後継機関の系譜が
辿られ，雪調の歩みとその意義が明らかにされる。
第8章では「風の人」たちの退所以後から終生に至
るまでの「それぞれの戦後」が描かれ，それぞれの
立場から雪国農村の振興に関わり続けた軌跡が丁寧
に記されている。第5章以降はより深い個人の記述
となるため，「この人，どんな人だったっけ？」と
第3章および第 4章とを行き来しながら読むことも
でき，個人的には活動的で楽しい読書体験であった。
以上のように，本書は全8章を通じて，積雪寒冷

地政策の源流と，その担い手となった人々の営為を
立体的に描き出している。しかし本書は，単なる過
去の記録にとどまるものではない。著者が自らの足
で集めた膨大な資料に基づき，「昭和史の底流を現
代の地域社会につなげる取り組みのさらなる発展の
礎のひとつになれば」と願ったように，きっと読者
は読了した途端に，雪調の所員たちから手渡された
バトンを，いかに自らの時代において引き継ぐかを
考えさせられるはずである。
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